
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

                                            

みずきの会 ミニ観だより   12月号 

2018年 1月 21日     

 みずきの会 

代表 足立直義 

 

毎月第３日曜日午後１時より県立自然環境保全センターでミニ観察会を担当しています。私達と一緒に歩いて見ませんか。 

春が楽しみです  

・落葉の中を歩き、季節を感じました。ロウバイが咲いて、春が来るんだなと思いました。(M.T) 

・落葉の中を歩き、気持ちが良かったです。冬芽の準備もされて春が楽しみです。(K.H) 

・エナガを見習って、腹八分、チョコチョコ動き回らねばと思いました。(M.A) 

・冬の里山は、葉が落ちてハダカ木の形が面白かった。(M.T) 

・気温は低かったが、まだバッタが沢山いた。思ったよりトリの数が少なかった。(S.S) 

 

みぃつけた 

 

イイギリ 

 

 

イヌシデ 

  冬、色々な種子に出会いました。シナアブラギリの実を割って見ました。 

  冬でも昆虫が元気にしているのに、出会いました。ヨコズナサシガメも集団 

 越冬しているのを見ました。楽しかったです。  (M.S) 

  キレイだった葉もすっかり落ち乾燥して、踏むととても良い音がしました。(N.S) 

ヒロバネヒナバッタ 

   元気に跳び回る 

 

 
No。２１６ 

トラツグミ 

17日 晴 9℃ 

ケンポナシやヤブニッ

ケイなど、五感を楽しみな

がら植物に付いて勉強出

来たのは、良かったです。 

季節によって、山の姿が

変わって行くのを感じま

した。  (S.K) 
去年のミニ観で 

＊ ブログ “丹沢大山山麓だより” を検索してみて下さい。 

★ ミニ観だより は、皆さんの感想を元に 作られています。 

シナアブラギリ 

 

コウヤボウキ 

  

 

声！ミニ観に参加した人の 

   

 


